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　 さ きに 教室の 黒梅
脳 3、

は 蛔 虫ア レ ル ギ ーに 於げる」血中

読体の 微綱な変勤を追求するため に ，
Boyden に ょっ て

始 め られ た タ ン ニ ン酸処理 赤 血球凝集反応を応用 して 体

腔液感作 タ ン ニ ン 酸処理 赤血球凝集反応を考按し，本法

を用 い て実験的蛔虫症の み ならず，ヒ hの 蛔 虫症紅 っ い

て血 中抗体 の 変動 を精 細 に観察 して，蛔 虫症が主 として

ア レ ル ギー
反応に よ るこ とを抗体の 面 か ら実証 した．

さ て ，Zoltan　Ovary4〕 は モ ル モ ッ トの 皮 膚 を 使用 した

PCA （passive　cutaneous 　anaphylaxis ）反応 を 考案した，

◎vary は卵白 ア ル ブ ミ ン
， 肺炎双球預 1型，　1型 ，　 W

型 の 多糖体を抗原 として PCA 反応 を 行い 陽性の 成績を

得 てい る．

　 今回著者は実験的 姻 虫症 お よび 無処 置自然動物 に 本 法

を応絹 して 血中鋼虫抗体の 証明 を行 い ，あわ せ て タ ンニ

ン 酸処 理 赤 血球凝集反応，沈降反応 との 比較 ， 検討 も 行

つ た の で ，その 成績 に つ い て 報告 す る．

　　　　　　　　　　材　　料

　 1）　蛔 虫体腔液 ： 教室の 由上
5｝

が 行つ た 方法に よ り採

取 した，

　2）　蛔虫仔 虫 包蔵卵 ：教 室の 由 ．ヒ5｝
の 方 法 に 従い

，
ブ

タ蜘 虫受精卵 を ， 27℃ の フ ラ ン 器 の 中で 4 週問培養して

作製 した．

　3） 蛔 虫 無感 染モ ル モ ソ ト ：教室 の 松村，由上，細谷
th

の考案に な る方法で，母の 代 か ら，無感染室内で殺卵せ

る飼科の み を 与 え て，飼育 され た モ ル モ ッ トであ る ．

　4） 体腔液感作モ ル モ ッ t’：体睦液 1ml を上 記の 無

感染 モ ル モ ッ トの 皮 ドに ， 1网 注射 して ，感作 した．

　5） 蛔 虫感染 モ ル モ ッ ト ：上 記の 4 週間培養した 蛔 虫

仔虫包蔑卵に っ き ， 卵中の 仔虫の 運動 を 確認した 後，無

感染モ ル モ ッ トに そ の 約 5，000 個 を経 口 投 与 し て ， 感染

せ しめ た ．

　6）　 0．5％ Evans 　Bluc ： 循環 血液量測定 用 の もの で

あ る．

　　　　　　　　　　方　　法

　 1） 準備

　無感染モ ル モ ッ トの 腹部 の 毛を前 日 に そ っ て お く．他

方，被験血 清は 生 理 食 塩 水 で 10儔 ，　ユO〔賠 ，1，00倍に稀

釈 して お く．

　 2） 実施

　 血 清 の 原液お よび 生理 食塩水稀釈液 の O．1m1 を腹部

皮内に 射注 し，4〜6 時間後に，前肢を 切開 し て静脈 を

露出さ せ
，
10％ 体腔液 0。5ml と O、5％ Evans 　Blue の

等量混合液を静 注 す る．

　 3） 判定規準

　被験血 清注射局所の青染 の大き さが 5m 跟以 上の 場合に

腸性と判定 した．

　　　　　　　　　　成　　績

　 1） 無感染 モ ル モ
ッ トの PCA 反塔

　無惑染 モ ル モ ッ ｝の 血 清に つ き PCA 反応 を行っ た が

す ぺ て陰性 で あつ た ．

　2） 体腔液に よる PCA 抗 体 の 吸 収 試験

　 POA 反応 に よつ て，検出 ご…れ る抗体 が，蛔 虫に 特異

的な抗体で あ る こ とを証明す る た め，次 の 如 き吸収試験

を 行っ た，使 用 した抗体腔液 ウサ ギ 面 清 の 抗体価 は ， 沈

降素価 10，  00 倍，沈降素量 16倍 ，血 球凝集素価 40．OOO
倍 、 PCA 抗体価 1．000 倍で あ つ た ．こ の 抗1 腔 液 ウサ

ギ 血清 に体腔液原液を等量加え て混合 し37℃ 2 時間放置

し，そ の 後旗 室 に 1昼 夜保存 した，そ の 結果は抗体 は 完

全ここ吸牧 されて 反 応 は 陰性 とな っ た，

　3）　体腔液感作時に おけ る PCA 抗体価，血球凝集素

価 お よ び沈降素量 の 消長

　無感染モ ル モ ッ トに 体 腔 液を注射 して 感作 せ し め る

と， 感作 ユ週後に，PCA 抗体は ま だ証 明 され ず，沈降

素も証明 され な かつ た が，血球凝集素は 80倍以上に 出現
し’t：．2週に 入り，PCA 抗体 は 初 め て 工倍 と証 明 され

た．血 球凝集素価 は 1，280 倍 と 急激に 上 昇 し，沈降素 量

も 4倍程度に 証明 され た、3週 では PCA 抗体価 は 1G倍
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表 ⊥　 i本腔 液 感 作 モ ル モ ット の 血 中抗 休価
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　で最高笹 を示 した．血 球凝集素倆｝認 ．560 倍の 高値 を呈

　し， 沈降素量は やは り 4倍であっ た。 4週後 で は PCA

　抗体価 は減少 ま た は 消失した が ， 血 球凝集素価 お よび沈

降 素量は依然として高殖を示 した．こ の よ うに，体腔液

　で モ ル モ ッ トを悪作 した場合に は，PCA 抗体と血球凝

集素 お よ び沈降素 の 間に は ある 程度の相関 々 係 は あ っ た

が ・厳密な意味での 量的
亀
絎 関係は 認 め られ な か っ た．

攤 ち．惑作第 1週 に お い て PCA 抗体お よび沈降素 が ま

だ 証 明 されぬ の に，血球凝集素 は 80陪以上 出現して お

　り・ま た感 作 5週後 では
，

PCA 抗体 は 完全 に消失 した

が ，鹿 球凝集素価 は 依然 と して 高価 を示 し，沈降素 も明

らか に 認められ た．PCA 抗体 は 血 球凝集素 お よび 沈降

素と ， そ の 発現 ， 抗体獅の 変動お よび消失に 関 して異 な

る 態度を示 し てい た （表 1 ）．

　 4） 蝿 虫 感染時 に お け る PCA 抗体価の 消長

　鰓 染 モ ル モ ・ トに融 仔蚫 蔵卵約 5，0。0 個 を 蛔

に経 口 投与 して感染せ しめ ．tc とこ ろ，　PCA 抗体は 1 カ

月後 に 10倍 程 度 に 出現 した．血球凝集素価 は 160倍 以 上

に 出現 し，沈降素量は 2 倍程度に証 明 され た． 1 カ 月半

後 PCA 抗俸価 は 10倍 程 度を示 してい た が
， 血球凝集素

価 お よ び沈降素量は すでに 減少す る 傾向 を 示 した． 2 カ

月後
』
ごは PCA 抗体価 は 100倍 と最高値 を 示 した が ， 他

方 血 球 凝集素価は 80倍程度に減少 し ， 沈降素も減少 ま た

は 消失した． 3 カ 月後では PCA 抗体価 は 10倍程度 と減

少した．　．tu球凝集素価 は さ らに 減少 し，沈降素は 遂 に完

全 に 消失した．こ の よ うに
， 蝦 虫卵をモ ル モ ッ トに 感染

さ せ た 場合に は PCA 抗体価 と血 球凝集素価お よび沈降

素量 との 問 に は か な りの ずれ が 認め られ 平行関係 は認 め

られな か っ た。即 ち，惑作 1 カ 月綾 に お い て PCA 抗体

は 1黯 敬 証明 翫 2 カ 月で最高とな り，3カ 月 ご漸 く

減少 した ・　 Lbx る に 1鳳 麒 素晒1撼 作 1 力 膿 に 薗

ntetkの 最高贋 示 し
， 以後は 融 ♪を謝 た．沈降蝿

もや は り惑作1 カ 月 で 最 高値を示 し，以後 は減 少 す る の

み で，3 カ 月後 に は すでに 完 全に消失 した．PCA 抗体

は 1血球凝集素とは抗体価の 変動 に っ い て か な り異 な う 態

度 を 示 した．一
方沈降素とは 抗体 価 の 変動 お よび 消失 に

対 して 異 な る 態度 を示 した （表 2）．

　　　 表 2 鯛 虫 惑 作 モ ル モ ．・ ト の 血中抗 体価
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　 5） 無処・
置自然モ ル モ ッ トの PCA 抗体

　 農 家 で普通 に飼育さ れ た ま S の何等特別の 前処置 を施

され ない モ ル モ ッ トに っ い て ，PCA 反応を行 っ た ．使

用 した モ ル モ ッ トは 農家 に お い て ， 出隼後 3乃 至 5 カ 月

間飼育さ託た モ ル モ ソ トである．PCA 反応は 53例に っ

き施行 し，うち24例 ， 45％ に お い て 陽性であつ た．腸性

例を抗体価 に よっ て 区分 す る と， 1倍 4 例，10倍 4 胴 ，

　100 倍 2例， 10倍以 ヒ9例，　100倍以上 5倒で あ っ た

（表 3 ）．無処靂自然モ ル モ
ッ トに おける本反応 が蛔虫に

特異的で ある こ とを証 明 す る た め に ，抗体腔液 ウ サ ギ 血

清 の 場合 と 同様に して 吸収試験 を 行 つ た 結果 ， 完全 に吸

収 され た・即ち，こ の 殤合に も ， 本反応 が蛔 虫に特異的

で あ る こ とが判明 した．ま た，53例 中29例に っ い て は ，

本反応 と平行 し
’
g．pa球凝集素価 も測定 した．その 結果 ，

反 応は 29例中12例，42％ に陽性であ り， 血 球凝集素は 10

例，34％に お い て陽性で あ っ た、PCA 抗体 と血球凝集

素が 同 時に 証明 さ れ た もの は 5例 ， 17％に す ぎな か つ た
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（表 4 ）．こ の よ うに．姻 虫自然感染に際して 両抗体は そ

れぞ τ三異な つ た抗体と して 出現して くる ．よ うであっ た．

こ の 成績 1・ま前述の 蜘 虫感染モ ル モ ッ トの 場合 と
一

致 して

い 、
t
：．

　6）　蚶虫寄生 者の PCA 反応

　糞使内蛔虫卵陽性 で ， 血球凝集素価 80乃 至 320倍 の 12

例 に つ い て PCA 反応 を 施 行 した が．す べ て陰性であっ

た ．

　7冫　PCA 抗体 お よび 血 球凝集素の 温度に よる影響

　前述○ ．ご と く ，
PCA 抗体と，血 球凝集素 とは そ の 消

長を 異に して お る こ と を知っ た の で，今回は 両抗体の 温

度 に ．一三影響を検討 した．用 い た 温 度は ，
56℃ ，　4 時

間，67C ，30分 間の 2 種であ り，加熱 は潟 浴に よつ た ・

な お 使用 した 血清拡 蝠 虫感染 モ ル モ ッ トの 血清で，PC

A 抗体価 100倍 ， 血球凝集素価80倍の もの であ る．

　i）　5fi℃， 4時問加 熱の 場含，　 PCA 抗体 お よび 血球

凝集素価 は ともに 全 く影響 され な か っ た．

　ii） 67℃，30分間加熱の 場合，　 PCA 抗体 は 全 く消失

した．他方血 球凝集素価 には 変 化 が な かっ た ．こ の 成績

か しPCA 抗体は 6T℃30分間の 加熱 に ょっ て破壊さ れ る

抗f仁であ り， 血球凝集素 と は温 度 に対 す る態度 に お い て

異 な’三 ： とが判明 した．

　　　　　　　　 総括並びに考按

　 PCA 反応は 1948年 Zoltan　Ovary 　 lこ k つ て 完 戎 さ

れ た ま，の であ る，鋭敏な抗体証昭 法 で あっ て．か な り広

く応用 され て い る．　Ovary は まず ， 卵白 ア ル ブ ミ ン ，

肺炎 双 球菌 1型 ， H型 ， 層型菌 の 多糖体，ウシ 血 清等 を

抗原 k して PCA 反応 を行 なつ て い る．更に臨床例では

チ フ ス ，マ ル タ熱 ， 結核，血清病等 に本反応を 行 い
， 腸

性 の 成 績 を得て い る．ワ ツ セ ル マ ン 反応強陽性者でも本

反 応 が陽性 と な る とい う．　しか し，　Ovary は ヒ トの r匠

清が必ず しちモ ル モ ッ トの 皮膚を感作 して PCA 反応を

お こ すとぱ か ぎ ら ない と述 べ ，例 え ば Coca の い う ao −

pic　 reagin は モ ル モ ッ トの 皮曙を感作 しない よ うであ る

と い つ て い る．

　寄生 虫学 の 領域 ， 特 に幽虫症に つ い て 本反応 を行 つ た

報告は まだ 見 られ ない よ うであ る，著者 は，教室で特欣

の 工 夫 を して飼育 して い る 無感染モ ル モ ッ トを使用 す る

こ とに よ り，蛔 虫体腔液感作動物 ， 蛔虫感染動物 お よび

無 処 置 自然動物に つ い て 本戻応を 行 い ，蛔 虫に対す る P

CA 抗体を証明 し ， そ の 性状 ， 蛔虫症に お け る役割 に っ

い て述 ぺ た．

　1）　実験動物 に つ い て ， 蛔 虫PCA 反 応を行 うに 当っ

て は 蛔虫無惑染モ ル モ ッ トを使用 した．唖 虫 PCA 反応

に おい て は抗原 として 体腔液を用 い ，こ れ を静注す る た

め，実験 に使用す る モ ル モ ッ トは か なり大量 の 体腔液の

静注 に よ っ て も死 亡 しな い 無惑染 モ ル モ ッ トである こ と

が 是非 と も必要であ つ た．そ れ故 ， 著者の 教室に お い て

特殊 な 工 夫 に よつ て飼育 した無感染 モ ル モ ッ トを使用 し

た．も し ， 蛔 虫に 対 して 種 々 の 程 度 に感作 され て い る 自

然動物 を使用 した 場合 に は，局所皮膚 ア ナ フ ィ ヲキ シ ー

を お こ す前に全 身 ア ナ フ ィ ラ キ シ ーを 惹起 し て，PCA

反 応は惹起され ない か ， あるい は得られ る成績が
一

定 し

な い であ ろ うこ とは容易に 想像さ れ る とこ ろであ る．

　 2） 特異性 に つ い て，PCA 反 応 は無感染 モ ル モ ッ ト

の i血清ではすべ て陰性であっ た．っ ぎに ，
PCA 反応陽

性 血 清に っ い て体 腔液 に よ る 吸収試験を行っ た 場合 に ，

？ CA 抗体は 姻 虫体腔液 の 原液の 等量添加に よ っ て完全

に 吸 取 され た．こ れ ら の事実か ら本反応 は 蛔 虫に特異的

で あ る こ とが 立証 された と思わ れ る．

　 3） 抗体の 性状にっ い て，今回の 実験に お い て PCA

抗体は ， 沈降素お よび 壷 球凝集素と比較 して ，
そ の 消長

に お い て明らか に異な る態度を 示 す こ とを知 っ た、続 い

て 行 なっ た温度 の 影響に よ る実験で は 67℃30分間の 加熱

に よっ て破壊される 抗体であ り，こ の点に お い て も血球

凝集素とは異 っ た抗体であ る こ とが 判明 した．

　 の　無処置 自然 動 物 に お け る PCA 反 応

　 無処置 自然 モ ル モ ッ ト53弼中24例 ， 45％に 血中蛔虫 P

CA 抗体 を証明 した ．し か も か な り高値を示 すもの が多

数認め ら れ た ．こ の 成績は 黒榔
〕
が 血 球凝集素鑷の 測定

を行 つ た と きの成績 と同様の 傾向を示 して い た．こ の 成

績は 飼育中 に 姻 虫に よ っ て 感作 され て い る こ との 新レい

証明とな る も の であ る．こ の 場合に お い て PCA 抗体 と
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血球凝集素．tl同時に 証明 さ．llた場会は 少な く，　 PCA 抗

俸 辷1血球凝集素 とは 異 な 6 抗本と して 出現し ttくろ よ う

て あ つ た．

　　　　　　　　　結　　　　語

　PCA （P ・ssi・e　C・ ヒ・ n ・。・・ A ・・phyl・・i・）塒 懸 虫

感 染 に 応用 して 血 中蜻虫 pCA 抗体 の 検索 を行い ，次の

如 き結果 を得た．

　 1） 蟋 虫無感染 モ ル モ …ト を蛔 虫体腔液 で 感作 す る

と，PCA 抗体1ま 3 週で最高 （1  培） に達 し， 5週 で 消

失 した．

　2） 無惠染モ ル モ ’
・　 ｝t：こpa虫卵緬 ，。。  コ を 1 回に 経

口 搆 与して 感染せ しめ ξ と，PCA 抗体1蔀は感染 後 診 カ

月 で最高 （ lOO倍）となり以 後 減少 す る 傾向を 示 した ．

　3）　PCA 抗体価の 消長は 湎豊球凝集素オ斥 び 漉降素 の

1醸 とは 必ず し将 行せ ず、 PCA 抗体舳 球凝鱗 お

よび沈降綮．とは異 な る 抗俸と思 わ れ る．

　4）　本 反応 の 特異｛生ほ，抗体腔液 ウサ ギ血清の 吸 収 試

験 に よつ て 証明 さ煮 た．

5） 本反応 に わ て調 さ れた 抗体の 澱 1砥 る影響

に つ い て実験を行 っ た結集， 67℃ 30分O加熱 に よつ て破

壊 さ詮 る こ とを知つ た．

6） 無 処 置 鯲 モ ル モ 分 53駢 12 朔 ，45％ に お い て

本 反 応 が 陽性 を示 し，こ れ らが 多か れ少 な み・才囎 虫感染

を受サ て い る こ とを，再 び 証 明 し得た．

稿 を 終 る に 臨 み ，御 懇 篤 な る 御 指導 と御 校 閲 を 賜 O ．r．、
恩 師松村 教 授 に 深 憾 瓶 ま す．立 た御 援 助 御 助 言 を

戴 い た 本 教 室 黒梅 博 士 に 感 謝 し ま す．

　 （本 論 交 の 要 旨の
一・

部 は 昭 和 32年 9 月 第 17回 日 本 寄主

虫 学 会東 日 本 支部 大 会 お よ び 昭 和36年 4 月 第30回 目 本 嵜

生虫学会 総 会 に 報 告 し た ）．
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                   Demonstratien  ef  Circulating Ascaris Antibody

                           by PCA  Reaction  in Guinea  pigs

                                   Ryo  Takahashi

                  Department  of  Pediatrics (Chief Prof, Tatsuo  Matsurnura),

                           School of  Medicine Gunma  Universitv                                                         '

    Witlt the  purpase  to trace  the  clvange  of  circulating  antibody  titer in ascaris  allergy,  Kurottme
of  this department  previously appl!ed  the tanned  cell  agglutination  technique  which  was,  initiated by

Boyden,  and  reported  that an  observable  change  in circulating  antibody  titer hacl been  recognized

not  only  in experirnental  but also  in human  ascariasis.

    Zoitan Ovary  devised PCA-  (passive cutaneous  anaphy]axis)  using  guinea  pig skin,  and  found it

 positive fer egg  albumin  and  palysaccharide of Diplocotrctas pneitntoniae. This  is a test ef  interest

 for antibodies,  bllt nevertheless  have  not  be  applied  in the  field of  parasitology. The  authDr  apptied

this test for asc  iriasis,  and  demonstrated circulating  ascaris  PCA  antibody  in ascaris-infected  and

ascaris  body  fillicl-sensitized guinea  pigs ancl also  in animals  bred in farmer's 1iouse without  any

precautlons. And  the author  investigated relation  arnong  results  of this test, tanfied ceU  hemagglu-

tination aEd  precipitation,

    As  ttie ascaris  body  fiuid is used  as  tlie antigen  intraverieusly in this animal  experiment,  for in-
travenous  injection, it is of  utmest  necessity  that guinea  pigs  must  be non-infe ¢ ted. and  to survive
intravenous  iniection of a  considerably  large dose of  the ascaris  body  flttid. On thls amunt,  the

author  used  aniinals  which  were  bred by special breeciing method  devised by this department  in

which  animalsare  kept free from  ascaris  infection, Sera to be tested,  either  original  or  saline

dilution, were  intracutaneously in}ected in the abclomen  in a dose of O.1 ml.,  and  after  4-6 hours,a

mixture  of each  O.5 ml  of  10%  body  fluid and  O.5%  Evans  bltte was  intrayenous!y injected. Other
l5 minutes  later, the  site  of  the  serum  injection was  examined,  and  when  the  diameter  ef blue
Staining  was  over  5 mm,tlie  reaction  was  evaluated  as  positive. Results of  the experiment  in
whlch  the  antibedy  absorbed  completely  by  adding  the  same  volurne  of  the  ascaris  body  fluld or  tbe
Serum  from  non-infected  guinea  pig was  ttsed, was  always  negative.  It is therefore,assumed  that

this reaction  rnight  be specific to ascaris.

    When  non-infected  guinea  pigs were  sensitized  by single  injectlon of 1 ml/bocly  fiuid, tevel of

PCA  antibody  titer was  proved  to become  te the highest after  3 weeks.  In the  experiment  in

which  5,ODO ascaris  ova  wefe  orally  given at  one  tame to nDn-infected  guinea  pigs, the level of the
antibody  became  highesl after  2 menths.

    PCA  antibody  titer did net  always  change  in para11el with  titers of  the  hernagglutinin andi pre-
･cipitin,and

 therefore the  former  is considered  te be different from  the latter. Experiment  for
'thermostability

 revealed  that PCA  antibody  was  destroyed by heatlng at 670C  fer 3e minutes.  And
out  of  53 guinea pigs, which  were  bred withellt  any  precaut'tans, 24 (45%) were  positive in this
reaction.  Frem  the results,  it was  thought  that natumliy  bred  guinea p!gs in Japan might  be
jnfected with  ascaris  in variable  grade.
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